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的である。国際 10-20 法（図 2）では頭皮を 10%もしくは 20%の等間隔で区切り，
計 21 個の電極配置位置を決定している。







































































δ(デルタ) 波 0 ～ 4Hz 夢を見ないくらい深い睡眠時
θ(シータ) 波 4 ～ 8Hz 浅い睡眠状態，瞑想している時
α(アルファ)波 8 ～13Hz リラックスしている時，集中している時
β(ベータ) 波 13 ～30Hz 覚醒状態，警戒状態時
表 2 α波の分類
名称 周波数 状態
スローα 波 8 ～ 9Hz 眠りかけの状態
ミッドα 波 9 ～11Hz リラックスした状態


















β波は 4Hz 以上のリズムを示す。 場合によっては 30Hz 以上でγ波に分類さ
れることもある。 最も認識されたものは，額から中央に記録される。 ほとん
どが 30μV 未満である。 その起源は扁桃体および海馬であると考えられている
が，明らかにされていない。
・θ波



















































































































































第 3 章 実験
3.1 実験 I 水溶液の色相に対する反応
3.1.1 実験条件及び実験方法
水溶液の色相はマンセル表色系の Hue サークルから赤，黄，緑，青，紫の 5
色を選定した。また各色において白濁度を 4 段階に変化させた水溶液を用意す
る。白濁剤が全く入っていな水溶液を白濁度 0 とし，白濁剤を加えた水溶液を
白濁度の低い順に白濁度 1，白濁度 2，白濁度 3 とした。このようにして計 20
色の水溶液を決定した（図 4（a）～（e））。
R0 R1 R2 R3
図 4(a) 赤（R）の水溶液




G0 G1 G2 G3
図 4(c) 緑（G）の水溶液
B0 B1 B2 B3
図 4(d) 青（B）の水溶液































図 6 被験者 Aの B1に対する反応図
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図 13 ニオイセンサ XP-329Ⅲ
実験方法を以下に示す。


































































































































































































例を示すと，りんごは 230，梅干しは 540 である。
作成した色相水溶液は容器に張る。実験に使用した容器は横 60cm，縦 40cm，









評価方法は 23 の形容詞対に対して 7 段階の評価尺度をとる SD 法を用いた。












































































変数名 第 1因子 第 2因子 第 3因子
暖かい 0.901907 -0.00894 -0.12278
幸福な 0.886512 0.220456 0.138573
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魅力的な 0.852773 0.325342 0.154343
女性的な 0.850574 -0.35985 -0.09227
優しい 0.844302 0.056543 0.414141
良い 0.826116 0.386212 0.30071
安心な 0.824736 0.308851 0.213098
興味深い 0.805767 0.272607 -0.01076
上品な 0.798989 0.114864 0.2924
明るい 0.753802 0.428325 -0.03228
和み 0.73185 0.295299 0.44075
優雅な 0.704007 0.01292 0.159224
高級な 0.622054 0.125206 0.136042
リフレッシュ 0.540783 0.659145 0.186622
爽快な 0.203772 0.861753 0.155353
洗練された 0.195792 0.469559 -0.01639
さっぱり -0.03676 0.826986 0.206549
覚醒 -0.22001 0.582511 -0.6522
鎮静 0.02181 0.05358 0.935145
安らぎ 0.658673 0.269157 0.545349
回復 0.563097 0.513434 0.515664
リラックス 0.654984 0.454516 0.464259
新しい -0.04176 -0.11602 -0.29365
寄与率 43.49% 16.89% 12.89%





















図 29 香りと色相の組み合わせ因子スコア白濁度 0と 1の場合（男性）
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図 30 図 29に同じ，ただし白濁度２と３の場合（男性）
女性において，評価性が最も高かったものはカモミールとG3の組み合わせで，
柔和性が最も高かったものは R2 や R3 とさくらの組み合わせ，爽快性が最も高
かったものはカモミールと G1 の組み合わせである。
図 31 香りと色相の組み合わせ因子スコア白濁度 0と 1の場合（女性）
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れぞれの寄与率をかけたものを足した値である（図 36）。そして，白濁度 0 基
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